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◇はじめに◇ 

 幼稚園は、＜子どもが初めて出会う学校＞です。  

  

 
○ 幼稚園も「学校教育法」に基づく「学校」です。幼稚園では「幼稚園教育要領」に基 

づいて、教育を行っております。 

 

 
 

○ 幼稚園は、遊びを大切にした教育を行っています。 

○ 「遊び」は、小学校以降の教育の「国語」や「算数」などと同じように子どもの将来 

にとって重要な学習です。 

 

 
○ 幼稚園での様々な遊びを通して、うまく人とかかわれるようになったり、言葉が豊か 

になったり、自然の美しさや不思議さなどに気付いたりすることで、小学校以降の学習

の基盤をつくっています。 

 

 

 

 

○ 幼稚園では、一人一人の子どもをよく理解し、子どもが自ら気付き、考えることを大 

切にしながら、集団生活を通して道徳性の芽生えを培うように指導しています。 

 

 
 

○ 幼稚園では、一人一人の子どもの発達に必要な経験を見通して綿密な指導計画を立て 

て保育をしています。 

○ 幼稚園では、指導計画などに基づいて、子ども一人一人に応じた適切な援助を行い、 

遊具などを工夫して配置し、様々な遊びが生まれるようにしています。 

 

 

学校教育のスタートは幼稚園から 

「遊び」は重要な学習です 

小学校以降の学習の基盤は幼稚園で作られます 

道徳性の芽生えを培う 

豊かな遊びは綿密な計画から 
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◇教育目標◇ 
 

いわき市立幼稚園の教育目標 

 ＜集団の生活の中でともに楽しみ、自己発揮できる子どもを育てる＞ 

 １ 元気な子ども（体） 

        健康や安全に気を付けて体を動かし、元気よく遊ぶ。 

２ やさしい子ども（徳） 

        自分や友達を大切にする。 

３ 考える子ども（知） 

        自分で考えたり、友達と一緒に考えたりして行動する。 

 

＜教育方針＞ 

温かい人間関係の中で、心豊かな子どもの育成と創意ある園経営に努めます。 

①  子どもの立場に立って、適切な支援をします。 

②  どのクラスの子に対しても、担任として温かく接します。 

③  目の前の子どもの姿を大切にしながら、見通しをもって育てていきます。 

④  楽しい幼稚園・信頼される幼稚園を目指し、教育環境の整備や園児の

安全確保に努めます。 

⑤  小学校及び家庭や地域との連携を密にし、教育効果があがるように 

します。 

⑥  職員研修の充実と園児理解に努め、職員の資質向上に努めます。 
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◇幼稚園の役割◇ 

 

 

 

 

 

◇幼稚園の一日◇ 

８：３０       保育開始                  

８：３０～９：００  登園  

９：００       クラスごとの保育開始  

１０：００       クラスごとの活動   

 

 

 

 

１１：４５頃～     昼食        

１２：４５頃～     昼食後の遊び    

１３：００～１３：３０ 降園指導（絵本の読み聞かせ、一日の振り返り等） 

１３：３０～１４：００ 降園        

１４：００       保育終了      

※保育時間については、4 ページをご参照ください。 

 

１ 幼稚園は、家庭では体験できない豊かな体験が得られる場である。 

 

２ 幼稚園は、幼稚園教育その後の学校教育全体の生活や学習の基礎を培う役割を担っ

ている。 

 

３ 幼稚園は、幼児期の教育センターとしての役割を家庭や地域の関係において果たす

ことが期待される。 

登園した子から、室内での自由遊び 

室内外での自由遊び 

遊びやクラスごとの活動、異年齢交流、全体集会、行事等 

※ 誕生会（毎月）、季節行事、祖父母参観、ALT訪問（年に１～2回）、

サッカー教室（年に 1～2 回）、小学校との交流など、園の実態に応

じて行っています。 

室内での自由遊び 
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◇保育時間について◇ 

１ 平日 午前８時３０分～午後２時００分 

 （降園時間は、園の実態により時間差があります。） 

２ 欠席や遅れて登園する場合は、９時までにご連絡ください。 

（９時～１４時までは保育中です。緊急を要する場合以外の

電話はご遠慮ください。） 

３ 預かり保育・延長保育はしておりません。 

 

◇送迎について◇ 

１ 公立幼稚園では、バスによる送迎は行っておりません。 

２ 自動車で送迎の際は、安全のためチャイルドシートを必ず

着用してください。 

  ３ 誘拐や交通事故等から幼児を守るために、保護者またはあ

らかじめ決めた方以外が送迎をする際には、必ず園にお知ら

せください。 

４ 駐車の際は、決められた場所にマナーを守って駐車してく

ださい。また、車を離れるときは必ずエンジンを切って施錠

しましょう。 

 

◇持ち物について◇ 

１ 持ち物・衣類などすべてに名前を記入してください。 

  ２ おたより帳は、カバンに入れて毎日持たせてください。 

  ３ 衣類や持ち物は清潔にしましょう。   

  ４ おもちゃや危険なものなどは、持たせないでください。 

  ５ 集金は、定められた期日までに納めてください。 
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◇生活習慣について◇ 

１  朝食は一日の活力源です。毎朝きちんと食べるようにしま 

しょう。 

  ２ 歯磨き・うがい・手洗いの習慣を身につけましょう。 

  ３ 早寝・早起きの習慣を身につけましょう。 

  ４ 登園の前に、排便する習慣を身につけましょう。 

  ５ 日ごろから、薄着を心掛けましょう。 

  ６ 活動しやすい服装、足に合った靴を身につけましょう。 
 

◇病気について◇ 

１  昨夜熱があったとか、ご家庭でけがをしたなど、健康上 

変わったことがあれば、登園の際に必ずお知らせください。 

①  発熱 

②  嘔吐、下痢 

③  機嫌が悪い、元気がなく顔色が悪い 

      ④ 通院した場合は病院名、病名と症状 

 

２ 保育中に体調が悪くなった時は、早めにお知らせします。 

    全身症状を見て、高熱でなくてもご連絡する場合があります 

のでご了承ください。あらかじめ、勤務先にも緊急の呼び出

しの了承を得ておくとよいでしょう。 

 

３ 持病のあるお子さんについては、入園の際に必ずお知らせ 

ください。（アレルギー、けいれん、心臓病、喘息、脱臼など） 

 

４ 幼稚園では幼児が集団で生活を共にします。感染症の集団 

発生や流行をできるだけ防ぐことはもちろん、子どもたちが

一日快適に生活できることが大切です。幼児がよくかかる感

染症については、次の「乳幼児がかかりやすい主な感染症」

の一覧の“登園のめやす”を参考に、かかりつけの医師の診

断に従い、幼稚園での集団生活に適応できる状態に回復して

から登園するようご配慮ください。 

    また、病院にかかる際には、幼稚園に入園していることを

医師に伝えておくとよいでしょう。 
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「乳幼児がかかりやすい主な感染症」＊「保育所における感染症対策ガイドライン（厚生労働省）」より抜粋 

 

－上記以外の感染症につきましては、かかりつけの医師の指示に従ってください－ 

感染症名 感染しやすい期間 登所のめやす 

麻しん（はしか） 発症１日前から発しん出現後の４日後まで 解熱後３日を経過してから 

インフルエンザ 症状が有る期間（発症前 24 時間から発症後３

日程度までが最も感染力が強い） 

発症した後５日を経過し、かつ解熱した後２日

を経過するまで（乳幼児にあっては、３日を経

過するまで） 

新型コロナウイルス感染症 発症２日前から発症後７～１０日間 発症した後５日を経過し、かつ症状が軽快した

後１日を経過するまで 

風しん 発しん出現の前７日から後７日間くらい 発しんが消失してから 

水痘（水ぼうそう） 発しん出現１～２日前から痂皮形成まで すべての発しんが痂皮化してから 

流行性耳下腺炎 

(おたふくかぜ) 

発症３日前から耳下腺膨張後４日 耳下腺、顎下腺、舌下腺の腫張が発現してから

５日を経過するまで、かつ全身状態が良好にな

るまで 

結核  医師により感染の恐れがないと認めるまで 

咽頭結膜炎(プール熱) 発熱、充血等症状が出現した数日間 主な症状が消え２日経過してから 

流行性角結膜炎 充血、目やに等症状が出現した数日間 感染力が非常に強いため結膜炎の症状が消失し

てから 

百日咳 抗菌薬を服用しない場合、咳出現後３週間を経

過するまで 

特有の咳が消失するまで、又は５日間の適正な

抗菌性物質製剤による治療を終了するまで 

腸管出血性大腸菌感染症 

(O157、O26、O111 等) 

 症状が治まり、かつ、抗菌薬による治療が終了

し、48 時間をあけて連続２回の検便によって、

いずれも菌陰性が確認されたもの 

急性出血性結膜炎 ウイルスが呼吸器から１～２週間、便から数週

間～数ヶ月排出される 

医師により感染の恐れがないと認めるまで 

髄膜炎菌性髄膜炎  医師により感染の恐れがないと認めるまで 

溶連菌感染症 適切な抗菌薬治療を開始する前と開始後１日間 抗菌薬内服後 24～28 時間経過していること 

マイコプラズマ肺炎 適切な抗菌薬治療を開始する前と開始後数日間 発熱や激しい咳が治まっていること 

手足口病 手足や口腔内に水疱・潰瘍
かいよう

が発症した数日間 発熱や口腔内の水疱・潰瘍の影響がなく、普段

の食事がとれること 

伝染性紅斑（リンゴ病） 発しん出現前の１週間 全身状態が良いこと 

ウイルス性胃腸炎 

（ノロ、ロタ、アデノウイル

ス等） 

症状のある間と、症状消失後１週間（量は減少

していくが数週間ウイルスを排泄しているので

注意が必要） 

嘔吐、下痢等の症状が治まり、普段の食事がと

れること 

ヘルパンギーナ 急性期の数日間（便の中に１か月程度ウイルス

を排泄しているので注意が必要） 

発熱や口腔内の水疱・潰瘍の影響がなく、普段

の食事がとれること 

RS ウイルス感染症 呼吸器症状のある間 呼吸器症状が消失し、全身状態が良いこと 

帯状疱疹 水疱を形成している間 すべての発しんが痂皮化してから 

突発性発しん  解熱し機嫌が良く全身状態が良いこと 
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◇くすりの服用について◇ 
 

幼稚園では原則、服薬は行いません。 
  （どうしても保育時間中に服薬しなければならない場合は、主治医とご相談ください。）  

 

 

◇昼食について◇ 

    幼稚園では、原則弁当持参となっております。保護者の方から 

の要望で、全保護者の同意のもとに業者等のパンやおにぎりなど

を週に数回利用しております。内容と金額については各園によっ

て違いますので、必ずお問い合わせください。 

なお、食物アレルギーのある方は、必ず園にご相談ください。 

 

◇幼小連携について◇ 

 国の指針に基づき、お子さんの育ちを支えるための資料として

「幼稚園幼児指導要録」を作成し、小学校就学前に、各小学校へ

送付します。 

  また、いわき市では、切れ目のない支援で子ども達の円滑な小 

学校生活をサポートできるように「いわきっ子入学支援シート」

を導入しています。希望される方が、シートを作成し就学先の小

学校へ送付するようになります。 
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◇授業料（利用者負担額）・諸会費について◇ 

   令和元年 10月から、幼児教育の無償化により、公立幼稚園に入

園されているお子さんの授業料（利用者負担額）の負担はありま

せん。しかし、各幼稚園に支払う教材費などの実費徴収がありま

す。詳しくは、別紙の入園要項等をご確認ください。 

 

 

◇災害共済の加入について◇ 

  幼稚園では、災害共済に加入し、万が一のケガなどに対応できるように

しています。 

 ●スポーツ振興センター・・・保育中や登降園中に発生したケガ

などに対応します。 
（同意書を提出いただき、掛金を集金したします。） 

 

 

 ●PTA安全互助会   ・・・休日中や家庭内・登降園中の事故 

によるケガなどに対応します。また、      

保護者が、園行事（夏祭り・運動会・ 

奉仕作業など）に参加しているとき 

の事故によるケガにも対応します。 
（PTAで加入について決定し、PTA団体名で一括加入することになります。） 

 

 

 

※ 詳しくは、入園説明会または入園後のＰＴＡ総会等でご説明いたします。 
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◇その他◇ 

次のような時は、幼稚園に早めに連絡してください。 

１ 住所、家族構成、勤務先、勤務時間、電話番号などが変わ

ったとき。 

２ 長期に休むとき。（例：里帰り出産、入院など） 

※  休園届を提出していただきます。毎月集金している諸会 

費については、幼稚園へご確認ください。 

３  退園を希望するとき。（退園届を提出していただきます。） 

 

 

◇統合保育について◇ 

   公立幼稚園では、特別に配慮を要するお子様を通常学級で受入れ、共に 

育つ教育を行っております。（ただし、障害に対する専門的な訓練や療育は

行いません。） 

 ☆対象となるお子様 

 ・ 集団生活が可能なお子様が対象です。お子様と面談させていただき、集団生活が 

可能か総合的に判断させていただきます。 

 ☆統合保育実施園と受け入れ人数 

 ・ 統合保育実施園は、11ページの公立幼稚園一覧の中の７園です。受け入れ人数は 

各定員の 1割です。（1クラスあたり、３歳児２名、４・５歳児３名まで） 

 

◇育児情報◇ 
   いわきネウボラ おや CoCo窓口 
   主に妊娠している方、子育て中の方、いわき市で子育てを考えている方に家庭の状

況に応じた施設やサービスをご案内します。 

   おや CoCoは子育て最初の窓口です。 

  各地区保健福祉センターの子育てコンシェルジュまでお問い合わせください。 
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◇子育てサポートセンター◇ 

  「発育発達上の問題・障害などに関すること」や「子育てに関すること」の相談・支援

の専門的な施設として、いわき市総合福祉センター内に設置されております。 

○専門相談・発達支援事業 

  乳幼児期の心身の発達を支援するため、特性に応じた専門相談や個別支援、関係機関 

との連携した支援を行っています。 

○発達支援あそびの広場 

   発達に障害のある子どもや、その心配がある子どもを持つ家庭を対象に、一緒に遊ん 

だり、お母さんやお父さん同士の情報交換をしたりする場です。保育士による手遊びも

あります。 

詳しくは いわき市子育てサポートセンター ☎27-8599 までお問い合わせくださ 

い。 

 

◇子育て教育相談について◇ 

   「うちの子全然いうことを聞かないけど、どうしたらいいのかしら・・・」など、子育

ての悩みや不安、戸惑いなどを一緒に解決しませんか？ 

   いわき市立幼稚園では、定期的に≪子育て相談≫を実施しております。 

 

   いわき市立幼稚園全園で実施  ◎ 毎年 5月第三水曜日から 毎週水曜日 

◎ 午後 2時 30分～4時 

◎ 事前に相談する幼稚園へご連絡ください。 

詳しくは、各幼稚園へお問い合わせください。（幼稚園の連絡先は、11ページをご覧

ください） 

 

◇園舎開放日（みゅう広場）について◇ 

  いわき市立幼稚園では、入園前のお子さんとその保護者が、在園児とともに幼稚園で 

遊べる場として、園舎開放日（みゅう広場）を設けております。家庭では味わえない子 

ども同士のかかわりを、楽しんでみませんか。各幼稚園の「園舎開放日（みゅう広場）」 

の実施日は、各園へお問い合わせください。（幼稚園の連絡先は、11ページをご覧くださ 

い。）また、夏休みには、保育室と園庭を開放する「夏休みの園舎開放日」も実施してお 

ります。詳細は、毎年 7月ごろ HPでお知らせしております。 
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【 いわき市公立幼稚園一覧 】 

 

№ 幼 稚 園 名 所  在  地 電話番号 
統合保育

実施園 

１ すずかけ幼稚園 平字五色町 26 25-6322 ○ 

２ 西小名浜幼稚園 小名浜愛宕町 3-2 54-2210 〇 

３ 玉川幼稚園 小名浜玉川町東 11-1 58-4516 ○ 

４ 江名幼稚園 江名字上代 8-4 55-7041  

５ 汐見が丘幼稚園 小浜町西ノ作 347 63-9827 ○ 

６ 磐崎幼稚園 常磐西郷町金山 160-2 42-2848  

７ 藤原幼稚園 常磐藤原町大畑 81 44-4255 ○ 

８ 高坂幼稚園 内郷高坂町桜井 76 26-0204 ○ 

９ 四倉第一幼稚園 四倉町字西四丁目 3-3 32-6620 ○ 

１０ 四倉第二幼稚園 四倉町狐塚字松橋 65 32-2403  

 


